
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期後葉土器(曽利式) 

平成 27 年度調査出土土器 平成 27 年度調査出土石器 

柳川竹上遺跡の出土遺物 平成 27 年度の調査では、縄文時代中期の集落などが発見されました。平成 28 年度の調査では、縄

文時代草創期の石器・早期～前期土器と各時代の遺物が出土し、遺跡は各時期を通じて人々の足跡があります。なかでも前期後

葉の北白川下層式土器は、東海･中部地方から近畿地方に分布の主体がある土器で、当時の人々の広範囲な交流を示すものです。 

平成 28年度 

新東名高速道路建設に伴う発掘調査 
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縄文時代集落跡の発掘調査 

(秦野市№141) 

主催 公益財団法人かながわ考古学財団 

共催 秦野市教育委員会 

 

 
柳川竹上(やながわたけのうえ)遺跡の発掘調査 
 

秦野市上地区に所在する柳川竹上遺跡(秦野市№

141)は、中日本高速道路株式会社が計画している新

東名高速道路建設に伴い発掘調査を 2015(平成 27)年

10 月から実施しています。 

南北に延びる標高 220～260ｍを超える丘陵上に

は、これまでの調査において、縄文時代から江戸時

代にいたるまでの遺構や遺物が発見されました。 

縄文時代では、中期の竪穴住居跡がこれまでの 6

基に加え、新たに 12 基が発見され、合計 18 基の発

見となりました。出土土器から中期前葉・中葉・後

葉と縄文時代中期を通じての足跡が明らかになりつ

つあります。 

遺物包含層から出土した縄文時代草創期の石器

は、槍先形尖頭器と呼ばれるもので丁寧なつくりの

ものです。前期後葉の土器は、関東地方の特徴を示

す土器と西日本の特徴を持つものがあり、伴出関係

を示す事例として特筆されるものです。 

これら先人達の足跡を皆様にご覧いただき、郷土

秦野の歴史を探る資料として、活用して頂ければ幸

いです。 

 

公公益益財財団団法法人人かかななががわわ考考古古学学財財団団  

「地域の特色ある 

埋蔵文化財活用事業」 

秦野市 

渋沢駅 

調査地点は、秦野市の西部、

標高240ｍの丹沢山地裾部に
あたります。小田急線渋沢駅
の北西約 3kmの地点です。 

遺跡位置図 

横野山王原遺跡 

秦野市№125 遺跡 

(仮称)三廻部東耕地遺跡 

 

柳川竹上遺跡 

稲荷木遺跡 

一部の遺跡のみを表記しています。 

戸川諏訪丸遺跡 

平成28 年度 
新東名高速道路建設に伴う発掘調査 

柳川竹上遺跡 見学会資料 
(秦野市№141) 

2016 年 11 月 27 日 

主催 公益財団法人かながわ考古学財団 

     〒232-0033 横浜市南区中村町 3-191-1 
    ℡045-252-8689 http://www.kaf.or.jp 

共催 秦野市教育委員会 

測量・記録作業 発見された遺構や遺物は、土層の堆積などの記

録をとりながら写真撮影や出土位置などの測量を行い、調査を進

めていきます。 

槍先形尖頭器(縄文時代草創期) 前期後葉土器(諸磯 a式) 前期後葉土器(北白川下層Ⅱc式) 

中期後葉土器 

土製品 磨製石斧 石匙 

早期前葉土器 中期前葉土器 

(※1)赤色の帯は、今回の調査で発見された遺構や遺物のおおよその時期を示したものです。 

(※2)本資料の内容は発掘段階のもので、今後の調査成果や出土品整理・分析などにより評価を変える場合があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの発見遺構 

近世 

畝状遺構 7・溝状遺構 11 

段切り 11・土坑 39・ピット 9 

中世 

竪穴状遺構 2・道状遺構 1・溝

状遺構 3・段切り 1・土坑 3 

奈良･平安時代 

道状遺構 1・竪穴住居跡 14・

土坑 22・ピット 28 

弥生時代 

溝状遺構 1・土坑 15・ピット 1 

縄文時代 

竪穴住居址 18・埋甕 13・集石

9・土坑 51・ピット 235 

2 区の住居跡群 

1 区 ピット群 

10 区 集石 2 区 埋甕 10 区 落とし穴 

12 区 J13 号住居跡 

2 区 J3 号炉 

2 区 J10 号住居跡炉 

2 区 J10 号住居跡 

柳川竹上遺跡の縄文時代集落 

縄文時代中期後葉の住居群は、標高 230ｍ付近の平坦部にまとまって分布しています。南側で発見されたピット群を取り囲むよ

う住居が作られている環状集落の可能性が考えられます。中期中葉の遺物は、その外側にあたる標高 235～240ｍ付近、中期前

葉の土器はさらに標高があがり 240～255ｍ付近に分布しています。時期が下るにつれ、集落の標高も低くなる傾向があります。

これらは集落構造と移り変わりを捉える上で、重要な情報を提供するものです。 

 

 

 

これまでの発見遺構 

近世 

畝状遺構 7・溝状遺構 11 

段切り 11・土坑 39・ピット 9 

中世 

竪穴状遺構 2・道状遺構 1 

溝状遺構 3・段切り 1・土坑 3 

奈良･平安時代 

道状遺構 1・竪穴住居跡 14 

土坑 22・ピット 28 

弥生時代 

溝状遺構 1・土坑 15・ピット 1 

縄文時代 

竪穴住居跡 18・埋甕 13 

集石 9 土坑 51・ピット 235 

柳川竹上遺跡 調査区全体図 縄文時代 
柳川竹上遺跡 縄文時代遺構の垂直分布範囲 

※縄文時代の主な遺構を示したものです。 

 


